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　 お陰様をもちまして今年で第 4回を迎える観光シンポジウム。 京都大学経営管理大学院との共催で行う

今年のシンポジウムテーマは、 「観光に MBA は必要か？〜 DMO 人材との関連は？〜」。 今年は観光

人材の育成、DMOの推進等も視野に入れ 「人」 と 「地域」 の両面から観光を捉え議論を深めてまいります。

果たしてその結論は。 皆様のご来場を心よりお待ちしております。 　　　

執行役員　R&D 事業部長　沖縄支店長　野中瑠美子

KBS は「HANDS ON 型」で、観光・サービス業界を支援します。http://www.kbsbiz.com　E-Mail ：info@kbsbiz.com

今年のシンポジウムでは、 観光業界に特化した経営学や

「MBA」 とは一体何なのか、 これからの未来にどんな変化を生

み出していくのか、 また今観光の現場で求められているのはそも

そもどのような人材なのかと、 あえて議論の俎上に載せてみたい

と思います。 また昨今のもうひとつのキーワードに、 DMOがあり

ます。 観光人材の育成、地域観光の組織づくりなど、DMOやリー

ダーシップへの期待も高まる今、 MBA がそれを担うことができる

のか、 改めて皆様と一緒に考えてみたいと思います。

株式会社 KBS 創研
KBS Tourism Institute,Inc.

経営に関する難題解決の事例や手法、 働く人々の思いや                業界最新情報を共有する月刊紙
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KBS スタッフによる 「沖縄健康実感ツアー」 体験 【2日目】

● “運動×学び×栄養” をテーマとした心と身体の健康を考える旅

沖縄本島の宜野座村、 朝日を望みながらのビーチヨガからス

タート。 目の前の海の碧さ、 穏やかに響く波の音、 素足で感じ

る砂浜の触感。 そのすべてが心地よい BGM のように凝り固まっ

た身体がゆるやかに解れていくのを感じます。 運動後は朝食を

控え、 身体に優しくデトックス効果の高い薬草をふんだんに使っ

たスムージーでプチファスティング （軽い断食）。 統計化された

四柱推命を使って自分自身の内面 （メンタルヘルス） と向き合

う 「個性学」、 経絡の基礎と身体機能との関連性、 身体機能の

使い方を学ぶボディ ・ メカニクスの講義などを織り交ぜながら、

身体と脳を刺激し運動効果をより高めるプログラムを構成してい

ます。 「ＷＡＴＳＵ （ワッツ）」 「水中太極拳」 等のアクアコンテ

ンツ、 「がらまんじゃく」 での沖縄固有の素材を活かした薬膳料

理、 ローフードの専門家おかもと先生によるファスティング講義

など、 どれも普段の生活の中ではなかなか体験できない内容ば

9月16日 （金） 13:00～17:00　京都大学経営管理大学院×KBS 創研

「観光にMBAは必要か？〜DMO人材との関連は？〜」

沖縄にある数多くの海洋資源、 人々の暮らし、 そこに息づく文

化や歴史。 従来のコモディティ （均質） 化されつつある旅行商

品から、新たな魅力を掘り起こし発信する。 KBS では地域の方々

と共に観光資源のイノベーションを行い、 新商品の開発や地域

マーケティングによって、 様々な角度から沖縄の魅力を伝えてい

～地域資源を活かした旅行コンテンツを、 市場側へ伝える取り組み～

沖縄ならではの環境で健康を考える「沖縄健康実感ツアー」
KBS体験会レポート第2弾　 2016年6月21日（火）～23日（木）

■ツアーテーマは 「ウェルネス」

きたいと思っています。 レポート第 2 弾となる今回は、 沖縄のど

こまでも青い空、 澄んだ海はどのように訪れる人々の心を癒して

くれたのか、 消費者 （観光客） 目線と専門家目線でご紹介して

まいります。

「観光に MBA は必要か？〜 DMO人材との関連は？〜」

■開催日時	 9 月 16 日 （金）　13:00 ～ 17:00　　（開場 12:30 ～）
■開催場所	 京都大学　吉田キャンパス　法経本館　法経第 7 教室　　
	 http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/campus/map6r_y.htm
	 （定員 ： 約 100 名） （先着順） （参加費無料）
■シンポジウム	 第 1 部　基調講演、 ポジショントーク
　次第	 第 2 部　パネルディスカッション
■コーディネーター	京都大学経営管理大学院　特定准教授　　前川 佳一　氏
■基調講演	 原 忠之　氏、
	 セントラルフロリダ大学ローゼン ・ ホスピタリテイ経営学部
	 テニュア付准教授
■パネリスト	 国土交通省　観光庁次長　蝦名 邦晴　氏
	 セントラルフロリダ大学　原 忠之　氏
	 岐阜県観光国際戦略 顧問　古田 菜穂子　氏
	 株式会社 KBS 創研　代表取締役　小泉 壽宏

※ WEB 申込はこちら　http://www.kbsbiz.com/taidan/ 観光シンポジウム 2016シンポジウム 2015 の様子
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今年もこの時期がやってきました。 京都大学経営管理大学院と KBS 創研による観光シンポジウム （9/16、京大吉田キャンパスにて）。

毎年、 刺激的で先進的なテーマに切り込み人気の高い同シンポジウム。 4 回目の今年のテーマは 「観光に MBA は必要か」。 観光

業に特化したMBAを取り上げ、今後の観光業にどんな変化をもたらしていくのかを検証していきます。 ぜひ、ご参加ください！ (増田）

地域オフィス： 関西 ・ 東京 ・ 沖縄

コンサルティング事業部：〒661-0003　兵庫県尼崎市富松町3丁目1-5-203　　TEL:06-6423-5561/FAX: 06-6423-5571

R&D事業部 ：〒151-0053　東京都渋谷区代々木2丁目23-1-766　TEL:03-6453-9088/ FAX:03-6453-9089

沖縄支店 ： 〒900-0012　沖縄県那覇市泊2丁目1-18 T&C泊ビル4階　　TEL:098-917-0117/FAX:098-943-1501

＜関連会社＞ネクストサポート株式会社 （事業再生コンサルティング）

	 〒541-0043 大阪市中央区高麗橋4-6-20 マスイビル６階　　	TEL:06-6282-7226/ FAX:06-4707-3855

かりです。 日常生活に戻ってからどのように継続していくかという

今後の課題もありますが、 “運動×学び×栄養” をテーマとした

心と身体の健康を考える機会創出の重要性を沖縄から発信し、

一人でも多くの方にご紹介してまいりたいと思っています。 ご協

力を頂いた地域の皆様に改めて深く御礼申し上げます。

ビーチヨガ    WATSU（ワッツ）薬膳料理 インストラクターからのアドバ
イス風景

おかもと先生のファス
ティング講義

がらまんじゃくにて

■ KBS 創研　常務執行役員　谷口純平

マッサージやエステに行ってリラックスしたり、

ランニングや登山をして健康な体づくりをしたり

と、 みなさんも日々の忙しさとのバランスを取る

ために、 取り組んでおられることがあると思い

ます。 しかしながらこれらはすべて、 1 日の中

のほんのわずかな時間だけ、 スイッチを入れ替えるにすぎませ

ん。 ここに健康実感ツアーという数日かけて体の奥底からリフ

レッシュするという 「旅」 の意味があるのだと思います。 水平線

が広がる穏やかな波と心地よい潮風の中で行うヨガ、 浮力と水

圧を活用して全身のバランスを整えるアクアセラピー、 日ごろで

は感じることのない健康的な空腹感の中でいただく長寿の源と

なっていた沖縄の郷土料理 ・ ・ ・ 。 1 日目では仕事の緊張感

が抜けきれていなかったことがわかるほどに、 3 日目の心身の

状態はリフレッシュされていることを感じました。 また職場旅行

を実施しない企業が多くなる中、 このような 「旅」 を通じて、

社員が同じ体験を共有することによってコミュニケーションを闊

達にし、 職場の雰囲気を変えていくきっかけになるとも感じまし

た。 まだまだ多くの可能性を秘めている 「旅の力」 を多くの人

に感じて頂ければと思います。

■健康運動指導士　中村美帆先生

日々、 運動指導で健康寿命を高めるお手伝

いをしている私にとっても健康実感ツアーは心身

が蘇るような内容でした。 朝日が昇るホテルのプ

ライベートビーチヨガは、 幸福ホルモンのセロト

ニンの分泌を促し、 青い海、 白い砂浜、 波の音、 潮の香に硬く

なっていた心と体がどんどんほぐれていきます。 海の浄化パワー

をたっぷり頂いた後に、 デトックス効果の高いスムージ―を飲み、

気 ・ 血 ・ 水の巡りが良くなっている状態で水中太極拳を受講。 水

中で行うプログラムなので腰や膝が痛い方にも無理なく行え、 経

絡を意識して行う体操で内臓も元気になっていきます。水中でゆっ

くりマッサージやストレッチを行う 「ＷＡＴＳＵ」 では、 温かい水の

中で体が溶けてしまうような感覚が心地良く、 リラクゼーション効果

はもちろんですが、 体験後の関節可動域が広がり、 痛みを感じ

ていたところが楽になる、 姿勢が格段に良くなっているなど、 背

骨が非常に動きやすくなっているのも分かりました。

私たちは、 日々の生活に追われ、 多大なストレスを受け背骨

がガチガチに硬くなりやすい。 運動現場でも、 背骨が動きにくい

方が沢山います。 すると脳から首、 脊髄を通っている自律神経

のバランスが崩れやすくなり、 自律神経のパワーが落ちてしまい

心身の不調の原因になってしまいます。 精神疾患を入れて五大

疾病となっている現在、 自分をリセットできる方法や場所を作る

ことの大切さを今回改めて感じました。 沖縄健康実感ツアーは、

自己発見、 自己開発、 本来の自分を取り戻すきっかけとなる旅

になる。 そして、 このような地域の良い素材を使って皆様の健康

寿命を高めるツアーが日本全国で開催できたらいいですね。

■監修　荒川雅志　教授

国立大学法人琉球大学観光産業科学部教授 医学博士
ウェルネス研究プラットホーム代表

沖縄には、 亜熱帯海洋性気候下の豊かな自

然環境、 琉球王国の大交易時代を通して育ま

れ先人の知恵に富んだ 「命薬 （ぬちぐすい）」、 「医食同源」 思

想の食文化、 穏やかでおおらかな精神風土が、 現代において

もしっかりと引き継がれています。 こうした沖縄の地域資源を 「健

康資源」 として活用し、 県内外大企業などの社員様を健康経営

の観点からストレス解消や疾病予防へつながるプログラムを産官

学連携で開発しています。 検証ツアーの結果、 ツアー参加後に

「緊張不安」、 「抑うつ落ち込み」、 「疲労」 のスコア改善が認め

られ、 「活気」 のスコアは有意に向上し、 沖縄ツアー後の社員

様が文字通り “こころを癒し” “活力を取り戻す” ことが明らかにな

りました。 発見と感動をもたらす旅の元来持つ力に、 楽しみながら

の体感学習型プログラムで最新の行動変容理論になり、 健康への

強い動機づけをもたらすことが実証されています。

温暖で美しい海洋自然、 独自の歴史文化で培われた健康の

知恵との出会い、 自然療法との融合、 なにより沖縄のホスピタリ

ティあふれる、 沖縄でしか体験できない健康実感ツアーへの参

加を、 心よりお待ちしております。


